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東
洋
経
済
か
ら
こ
の
ほ
ど
『
近
代
日
本
と

石
橋
湛
山
』
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
著
者
は
湛
山
研
究

の
第
一
人
者
で
あ
る
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
松
尾
尊
�

氏
で
す
。
石
橋
湛
山
と
『
東
洋
経
済
新
報
』
が
近
代
日

本
の
言
論
史
、
経
済
史
に
残
し
た
足
跡
を
詳
述
し
た
も

の
で
す
。
随
所
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
経
済
倶
楽
部
も

お
よ
そ
５
カ
所
で
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
時
下
に　
２５

か
ら　

カ
所
に
組
織
が
拡
大
し
た
経
済
倶
楽
部
は
、
Ⅳ

４１

章
で
「
戦
時
下
憲
兵
の
経
済
倶
楽
部
監
視
」
の
見
出
し

が
立
て
ら
れ
る
ほ
ど
の
存
在
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ご

購
読
い
た
だ
け
ま
す
と
、
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

さ
て
、
８
月
の
講
演
会
は
、
４
週
間
ほ
ど
お
休
み
を

い
た
だ
き
、　

日
の
小
林
良
彰
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
法

３０

学
部
教
授
）
か
ら
再
開
い
た
し
ま
す
。 � （
塚
田 
紀
史
）

◆
中
部
◆　

今
年
前
半
最
後
の
講
演
会
は
浜
矩
子
・
同

志
社
大
学
大
学
院
教
授
。
講
演
会
後
に
懇
親
会
も
控
え
、

い
つ
に
な
く
盛
況
。
浜
氏
の
講
演
主
旨
は
「
日
本
を
取

り
戻
す
」
と
い
う
安
倍
政
権
は
過
去
に
逆
戻
り
す
る
発

想
に
等
し
い
。
こ
れ
か
ら
は
「
成
長
よ
り
共
生
」
だ
と

い
う
も
の
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
企
業
城
下
町
的
な
傾
向

の
強
い
当
地
だ
け
に
、
浜
氏
の
持
論
で
あ
る
「
１
ド
ル

　

円
」
説
や
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
用
を
た
だ
す
質
問
が

５０続
出
、
や
や
雰
囲
気
が
硬
く
な
り
ま
し
た
が
、
懇
親
会

で
は
浜
氏
を
囲
ん
で
和
気
あ
い
あ
い
で
し
た
。

　

８
月
は
休
会
月
で
す
が
、
今
年
は
特
別
講
演
会
を
予

定
。
東
洋
経
済
新
報
社
記
者
の
浪
川
攻
氏
が
被
災
地
の

現
状
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 �
� （
日
暮 
良
一
）
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経
済
倶
楽
部
便
り
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